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Research Abstract 本研究では分⼦性結晶における超伝導発現および外場誘導超伝導発現の可能性についての理論的研究を⾏った。まずはじめに、電⼦-格⼦相互作⽤をによるバン
ド内有効電⼦間相互作⽤と電⼦対散乱あるいは電⼦対トンネルを含むバンド間有効電⼦間相互作⽤に着⽬し、平均場近似、⼆粒⼦グリーン関数法、繰り込み郡
の⽅法などを⽤いて超伝導状態について理論的に考察を⾏い、以下の結果を得た。フェルミ⾯が複数のバンドを横切る場合には超伝導における多重バンド効果
が起ることが理論的に⽰された。超伝導の多重バンド効果により超伝導ギャップが安定化して、超伝導転移温度がより⾼くなることが⽰された。このような多
重バンド超伝導では電⼦間相互作⽤により単数あるいは複数の超伝導ギャップが現われることが⽰された。 
次に、平均場近似レベルでの超伝導状態計算プログラムを開発し、有機分⼦性結晶などのへの展開も試みた。有機分⼦結晶の多くに⾒られるヘリンボーン構造
をみると⼆重バンド構造を持つことが分かる。このバンド構造への電⼦あるいはホールドープが可能であれば、超伝導発現の可能性が期待されることが⽰され
た。また、有効電⼦間相互作⽤の対称性と超伝導ギャップの対称性の関連性が⽰された。これらの計算から、多層構造をもつ有機分⼦性結晶では外場誘導超伝
導の可能性が期待される。⼀⽅、外場誘導超伝導実現は外場による格⼦歪みなどの問題があり、今後の課題である。現在、これらのプログラムの第⼀原理計算
への拡張を展開している。
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